
令和６年７月８日  

つくばみらい市内小学校保護者 様 

 

つくばみらい市ＰＴＡ連絡協議会会長    

 

「義務教育フォーラム」への児童等の参加募集について（お願い） 

 

 

 日頃より本会の活動へのご理解とご協力をいただき、感謝いたします。 

 さて、標記の件につきまして、下記のとおり計画しております。 

 つきましては、各学校のＰＲや児童の成功体験の報告に本事業を活用していただきたく、参加

者を以下のように募集いたします。ぜひ、ご参加いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ ねらい  学びのきっかけになる活動を通して郷土愛を育む 

 

２ 日時   令和６年８月１７日（土）９時〜 

 

３ 場所   つくばみらい市立小張小学校（つくばみらい市小張１６６１） 

 

４ 対象   小中学生または未就学児の親子 

 

５ 主な内容  

（１）９：００〜  みらいワークショップ 「２０年後のつくばみらいを考える」 

          （中学校向け）  

（２）１１：３０〜 パネルディスカッション          

（３）１２：３０〜 学校ＰＲ（小中学校向け）                         

（４）１４：３０〜 科学教室「サイエンススクエア」              

（５）１９：００〜 星空鑑賞 

※内容や、順番については現在調整中です。変更することがあります。 

 

６ 参加募集について  

 ・学校ＰＲに参加していただける方を募集します。 

 ・参加していただける方は、学校のどんなところを、だれが、どのような形でＰＲしたいのか

を分かるようにして、７月１２日（金）までに担任の先生に報告してください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

問合せ 

つくばみらい市 PTA連絡協議会事務局 

（つくばみらい市立小張小学校） 

     電  話 0297−58−0003 

     メール 542201@sch.ibk.ed.jp 

mailto:542201@sch.ibk.ed.jp


 

                               児童生徒・配付用 

 

                                

「義務教育フォーラム」募集要項 

 

１ みらいワークショップ「２０年後のつくばみらいを考える」（中学生向け） 

「２０年後のつくばみらいを考える」をテーマにしたワークショップを開催します。 

未来のつくばみらい市について、学校を越えて意見を出し合い、発表してみませんか。 

 

 

（１）募集対象   市内在住の中学生 

 

（２）内容     ２０年後のつくばみらいについて考える 

 

（３）実施方法   

・参加者で意見を出し合い、意見をまとめる。 

・まとめた意見を市の関係者、各小中学校のＰＴＡ会長や来場者の 

前で、発表します。 

・専門のファシリテーター（講師）から、活動についてアドバイスや 

講評をいただきます。 

 

（４）その他 

  ・参加を希望される生徒は７月１２日（金）までに、申し込んでください。 

  ・締め切り後、参加校の数を踏まえて、時間配分や場所についてご連絡いたします。 

 

 

     【ワークショップ申込フォーム】 

        https://forms.gle/ptZd7hHhaocSs1rz9 

 

 

 

 

 

ワークショップとは？ 

明確な定義があるわけではありませんが、参加者主体の学びの場といえるものです。 

さまざまな人が集まり、事由に意見を出し合い、お互いを尊重しながら、提案や意見 

をまとめあげていきます。 



 

                               児童生徒・配付用 

                                

２ 学校ＰＲ 

みなさんの学校のいいところはどんなところですか？ 好きなところはどこですか？ 

８月に行われる「義務教育フォーラム」では、学校の「じまんしたいところ」を、小中学生

や、これから小中学校に入学予定の子どもたちや保護者にＰＲするコーナーがあります。 

 

（１）募集対象   市内の小中学校、開智望学校、茨城県立伊奈特別支援学校、 

市内在住の方が通う学校の児童・生徒、保護者、教職員、地域の方 

 

（２）内容     学校の「じまんしたいところ」をＰＲする。 

           （例）・児童が、地域芸能の実演をする。 

・生徒が、部活動の実演をする。 

（吹奏楽部の演奏や、競技の紹介など） 

・生徒会役員が、学校の魅力を紹介する。 

・保護者が、ＰＴＡ活動を紹介する。 

・教職員が、学校の特色を紹介する。 

 

（３）ＰＲの方法 

   以下に発表方法の一例を挙げますが、発表方法は問わず、自由形式とします。 

  ① 掲示型 

   ・ポスターを作成して、発表する形式です。 

   ・大きさ、形式は自由です。 

・会場に各校のコーナーを作り、掲示します。 

・参加校の数によりコーナーの広さが変わるため、掲示可能な枚数につ     

いては、後日お知らせします。 

・ポスターの前で、説明をすることもできます。 

 

② 発表型 

・壇上で、来場者にスライドや動画を流して発表する形式です。 

・マイクやスピーカー、プロジェクターを使うこともできます。 

・実演等も可能です。 

・昨年は漫才でＰＲをした学校もありました。 

 

③ その他の発表方法も可能です。 

 

（４）参加募集について  

  ・学校ＰＲに参加していただける方を募集します。 

  ・参加していただける方は、学校のどんなところを、だれが、どのような形でＰＲしたいの

かを分かるようにして、７月１２日（金）までに担任の先生に報告してください。 

  ・締め切り後、どのような形で学校ＰＲを行うかについてご連絡いたします。 


